
少
年
の
主
張
岐
阜
県
大
会

わ
た
し
の
主
張
２
０
０
６
開
催
！

第
２８
回
少
年
の
主
張
岐
阜
県
大
会�
わ
た
し

の
主
張
２
０
０
６
�が
、８
月
８
日（
火
）下
呂

市
萩
原
町
の
星
雲
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

西
濃
地
区
の
代
表
と
し
て
春
日
中
学
校
３

年
の
小
寺
剛
人
さ
ん
が
出
場
し
、
奨
励
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

県
内
各
地
区
か
ら
選

ば
れ
た
１７
人
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
レ
ベ
ル
の

高
い
内
容
で
と
て
も
素

晴
ら
し
い
大
会
と
な
り

ま
し
た
。

高
校
生
の
力
が
地
域
で
発
揮
さ
れ
ま
し
た
！

揖
斐
川
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進
委
員

会
で
は
、
高
校
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

場
の
提
供
を
募
集
し
、
次
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど

に
高
校
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

推
進
委
員
会
で
は
、高
校
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
場
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
お
問
合
わ

せ
は
社
会
教
育
課（
２
２
‐
１
１
２
０
）ま
で
。

青
年
団
盆
踊
り
大
会
開
催
！

揖
斐
川
青
年
団
主
催
の
盆
踊
り
大
会
が
、

８
月
１２
日
（
土
）
揖
斐
川
町
中
央
公
民
館
駐

車
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

バ
ザ
ー
、
輪

投
げ
、ヨ
ー
ヨ
ー

つ
り
な
ど
の
出

店
や
盆
踊
り
、

菓
子
ま
き
も
行

わ
れ
、
大
勢
の

方
で
賑
わ
い
ま

し
た
。

ま
た
、揖
斐
川
Ｖ
Ｙ
Ｓ
に
よ
る『
火
舞
い
』

も
披
露
さ
れ
、
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

や
り
遂
げ
た
！
「
小
島
夏
祭
り
」

８
月
１９
日
（
土
）、小
島
小
学
校
運
動
場
で
、

１，
５
０
０
人
を
超
え
る
地
域
の
方
を
迎
え
、

「
小
島
夏
祭
り
」
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

小
島
夏
祭
り
は
、
３
つ
の
熱
い
思
い
を
も

っ
て
地
域
と
中
学
生
が
、
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
い
る
お
祭
り
で
す
。

一
、
子
ど
も
の
心
に
故
郷
の
良
き
思
い
出
を

二
、
地
域
に
「
ふ
れ
あ
い
の
場
」
を

三
、
青
少
年
が
活
躍
で
き
る
場
を

こ
の
３
つ
の
思
い
を
叶
え
た
い
と
夏
祭
り

が
、
生
ま
れ
た
の
で
す
。

今
年
で
、
４
回
目
を
迎
え
る
夏
祭
り
で
す

が
、
４
年
目
に
し
て
初
め
て
天
候
に
恵
ま
れ
、

計
画
し
た
こ
と
の
全
て
を
や
り
遂
げ
、
達
成

感
と
満
足
感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
６
月
か
ら
何
度
も
会
議
や
踊
り

の
練
習
を
重
ね
、
一
生
懸
命
取
り
組
ん
だ
成

果
か
と
思
い
ま
す
。
リ
ー
ダ
ー
１６
人
、
そ
し

て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
活
躍
し
て
く
れ

た
９４
人
の
中
学
生

の
皆
さ
ん
、
お
疲

れ
さ
ま
で
し
た
。

そ
し
て
、
中
学
生

を
支
え
て
く
だ
さ

っ
た
地
域
の
皆
さ

ん
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

揖
斐
川
町
体
育
大
会
開
催
！

平
成
１８
年
度
第
３２
回
揖
斐
川
町
体
育
大
会

が
９
月
３
日
（
日
）
揖
斐
川
健
康
広
場
で
揖

斐
川
町
体
育
協
会
に
加
盟
す
る
３４
団
体
約
６００

人
が
参
加
し
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、
昨
年
９
月
か
ら
今
年
８
月

ま
で
に
、
全
国
大
会
な
ど
に
出
場
し
た
選
手

や
チ
ー
ム
が
、
体
育
協
会
長
表
彰
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
。
来
賓
祝
辞
の
後
、
選
手
を
代
表

し
て
町
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
連
盟
の
橋
本
孝

市
さ
ん
が
選
手
宣
誓
を
行
い
、
今
年
度
の
町

体
育
大
会
が
開
幕
し
ま
し
た
。

【
体
育
協
会
長
表
彰
者
】

全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会
出
場

竹
中

宏
旭

全
国
中
学
生
空
手
道
選
手
権
大
会
出
場

大
西

ひ
か
る

高
橋

茉
里

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
出
場

寺
澤

慶
子
（
空
手
道
）

高
木

優
子
（
陸
上
４００
ｍ
ハ
ー
ド
ル
）

白
川

諒

（
体
操
）

安
藤

俊
哉
（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）

堀
部

至

（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）

中
島

悠
介
（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）

野
原

佳
菜
（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）

内
藤

栄
美
（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）

小
寺

達
也
（
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
）

全
国
高
等
学
校
定
時
通
信
制
体
育
大
会
出
場

高
橋

和
成
（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

第
３
回
全
国
ホ
ー
プ
ス
選
抜
卓
球
大
会
出
場

竹
中

宏
旭

全
国
中
学
校
体
育
大
会
出
場

竹
内

瑠
美
（
ス
キ
ー
）

第
１９
回
全
国
都
道
府
県
対
抗
中
学
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
出
場

高
野

奈
保

第
６０
回
国
民
体
育
大
会

岡
山
大
会
出
場

寺
澤

慶
子
（
空
手
道
）

高
木

優
子
（
陸
上
競
技
）

広
瀬

芳
明
（
ク
レ
ー
射
撃
）

杉
島

茂
樹
（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）

松
浦

絹
代
（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）

第
１８
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

祭

岩
手
大
会
出
場

渡
辺

勝
己（
陸
上
２００
ｍ
マ
ス
タ
ー
の
部
）

い
び
川
ス
マ
イ
ル
（
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
）

神
原

勝
子
（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）

第
１８
回
全
国
健
康
福
祉
祭

ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
福
岡
大
会
出
場

小
柳
Ｉ
Ｓ
Ｏ
チ
ー
ム
（
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
）

第
２８
回
東
海
中
学
校
総
合
体
育
大
会
出
場

松
井

芳
（
水
泳
競
技
）

第
２０
回
岐
阜
県
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

夏
季
大
会

優
勝

揖
斐
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
少
年
団

第
１２
回
中
日
旗
争
奪
岐
阜
県
小
学
校

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
県
大
会
出
場

揖
斐
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
少
年
団

中学生アトラクション

堂々と発表しています☆

わなげの様子☆

８／２
尚和園 夏祭り盆踊り

８／６
いびがわの祭り

８／７
いびがわの祭り清掃

８／１２
青年団盆踊り

８／１９
小島公民館夏祭り

８／１５
北方公民館盆踊り大会
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全
国
高
校
総
体
（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
準
優
勝

平
成
１８
年
度
全
国
高
校
総
体
が
８
月
６
日

（
日
）
大
阪
府
で
開
催
さ
れ
、
春
日
在
住
の

小
寺
達
也
さ
ん
（
３
年
生
）
が
「
フ
ェ
ン
シ

ン
グ
男
子
サ
ー
ブ
ル
個
人
」
で
、
第
２
位
と

い
う
好
成
績
を
収
め
ら
れ
ま
し
た
。

小
寺
さ
ん
は
、「
家
族
の
協
力
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
良
い
結
果
が
出

た
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

１２
月
に
は
、
世
界
ジ
ュ
ニ

ア
の
予
選
に
も
出
場
さ
れ

る
そ
う
で
す
。

小
寺
さ
ん
の
今
後
の

益
々
の
ご
活
躍
と
ご
健
闘

を
期
待
し
ま
す
。
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

揖
斐
川
中
学
校
吹
奏
楽
部

第
３２
回
定
期
演
奏
会
開
催
！

揖
斐
川
中
学
校
吹
奏
学
部
第
３２
回
定
期
演

奏
会
が
８
月
２０
日
（
日
）
揖
斐
川
町
中
央
公

民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
吹
奏
学
部
は
、岐
阜
・
美
濃
・
西

濃
地
区
大
会
で
金
賞
を
受
賞
し
、
県
大
会
で

も
金
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

演
奏
会
は
、３
部
か
ら
構
成
し
、第
１
部
は

コ
ン
ク
ー
ル
の
曲
を
中
心
に
、
第
２
部
に
お

い
て
は
、
ソ
ロ
コ
ン
テ
ス
ト
で
素
晴
ら
し
い

演
奏
を
し
た
生
徒
や
、
講
師
の
先
生
の
ソ
ロ

や
協
奏
曲
な
ど
も
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。
第
３

部
の
ポ
ッ
プ
ス
に
お
い
て

は
、
歌
や
踊
り
も
入
り
、

楽
し
い
ス
テ
ー
ジ
と
な
り
、

ホ
ー
ル
い
っ
ぱ
い
の
観
客

は
、
迫
力
の
あ
る
美
し
い

演
奏
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

健
康
・
栄
養
相
談
、
体
力
測
定
の
ご

案
内

健
康
や
運
動
に
つ
い
て
の
疑
問
や
相
談
を

専
門
家
に
よ
り
個
人
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時

１０
月
１８
日
（
水
）

１４
時
〜
１６
時

■
場
所

健
康
広
場
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

■
費
用

無
料

■
内
容

保
健
師
に
よ
る
健
康
相
談
、

栄
養
士
に
よ
る
栄
養
相
談
、

運
動
指
導
員
に
よ
る
体
力
測
定

公
民
館
活
動

☆
北
方
公
民
館

《
町
民
運
動
会
》

◆
日
時

１０
月
８
日
（
日
）
９
時
〜

◆
場
所

北
方
小
学
校
運
動
場

☆
大
和
公
民
館

《
町
民
運
動
会
》

◆
日
時

１０
月
８
日
（
日
）
８
時
３０
分
〜

◆
場
所

大
和
小
学
校
運
動
場

☆
揖
斐
公
民
館

《
町
民
運
動
会
》

◆
日
時

１０
月
１５
日
（
日
）
８
時
３０
分
〜

◆
場
所

揖
斐
小
学
校
運
動
場

※
予
備
日

１０
月
２２
日
（
日
）

☆

永
公
民
館

《
校
区
民
運
動
会
》

◆
日
時

１０
月
１５
日
（
日
）
８
時
３０
分
〜

◆
場
所

養
基
小
学
校
運
動
場

※
予
備
日

１０
月
２２
日
（
日
）

☆
小
島
公
民
館

《
に
こ
に
こ
学
級
『
電
車
で
Ｇ
Ｏ
』》

◆
日
時

１０
月
１０
日
（
火
）
１０
時
〜

◆
場
所

小
島
公
民
館

《
家
庭
教
育
学
級『
土
岐
☆
織
部
ヒ
ル
ズ
へ
』》

◆
日
時

１０
月
１６
日
（
月
）
８
時
３０
分
〜

◆
場
所

小
島
公
民
館

《
お
じ
ま
で
遊
ぼ
う
『
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
』》

◆
日
時

１０
月
２９
日
（
日
）
９
時
〜

◆
場
所

市
場
グ
ラ
ン
ド

《
み
ん
な
の
広
場
》

◆
日
時

１０
月
７
・
１４
・
２１
日
（
土
）

９
時
〜

◆
場
所

小
島
公
民
館

☆
谷
汲
公
民
館

《
谷
汲
公
民
館
ふ
れ
あ
い
運
動
会
》

◆
日
時

１０
月
８
日
（
日
）
８
時
３０
分
〜

◆
場
所

谷
汲
総
合
運
動
場

※
予
備
日

１０
月
９
日
（
月
）
１５
日
（
日
）

☆
春
日
公
民
館

《
春
日
文
化
祭
》

◆
日
時

１０
月
２２
日
（
日
）
９
時
３０
分
〜

◆
場
所

春
日
振
興
事
務
所

☆
久
瀬
公
民
館

《
瀬
音
運
動
会
》

◆
日
時

１０
月
８
日
（
日
）
９
時
〜

◆
場
所

久
瀬
中
学
校
運
動
場

※
予
備
日

１０
月
９
日
（
月
）

☆
公
正
公
民
館

《
公
正
地
区
運
動
会
》

◆
日
時

１０
月
１
日
（
日
）
９
時
〜

◆
場
所

公
正
運
動
場

※
雨
天
時
、
体
育
館
で
実
施

《
外
津
汲
運
動
会
》

◆
日
時

１０
月
８
日
（
日
）
９
時
〜

◆
場
所

外
津
汲
運
動
場

※
予
備
日

１０
月
９
日
（
月
）

☆
小
津
公
民
館

《
区
民
運
動
会
》

◆
日
時

１０
月
８
日
（
日
）
９
時
〜

◆
場
所

小
津
運
動
場

※
雨
天
時
、
体
育
館
で
実
施

☆
日
坂
公
民
館

《
区
民
運
動
会
》

◆
日
時

１０
月
８
日
（
日
）
９
時
〜

◆
場
所

日
坂
運
動
場

※
雨
天
時
、
体
育
館
で
実
施

☆
藤
橋
公
民
館

《
藤
橋
文
化
祭
》

◆
日
時

１０
月
２９
日
（
日
）
９
時
３０
分
〜

◆
場
所

藤
橋
小
中
学
校
体
育
館
他

☆
坂
内
公
民
館

《
坂
内
シ
ア
タ
ー
》

◆
日
時

１０
月
２７
日
（
金
）
２８
日
（
土
）

◆
場
所

坂
内
交
流
セ
ン
タ
ー

《
坂
内
文
化
祭
》

◆
日
時

１１
月
３
日
（
金
）
８
時
３０
分
〜

◆
場
所

坂
内
小
中
学
校
体
育
館
他

中央公民館プチギャラリー
○トールペイント展 吉野純子
９月１６日～９月２８日

○古木の美術作品展
９月３０日～１０月１０日

○アートいびがわ２００６ 文化協会
１０月１２日～１０月１５日
○極彩色 刺繍展
１０月１７日～１０月３１日

燦サンギャラリー
○瑞穂教室習字作品展
９月１６日～９月２８日

○シベリア日本人墓地写真展
横山 周導（藤橋）

９月３０日～１０月１２日
○着物リフォーム展
１０月１４日～１０月２６日

１０月１５日（日）は家庭の日 揖斐川町青少年育成町民会議IBIGAWA 2006 October17
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本
校
は
、
生
命
尊
重
・
人
権
尊
重
を
基
盤
に
、
飼
育
・
栽
培
活
動
、

福
祉
・
奉
仕
的
活
動
、
ふ
る
さ
と
学
習
、
環
境
学
習
の
４
つ
を
体
験

的
学
習
の
柱
と
し
て
位
置
付
け
、
そ
れ
ら
を
総
合
的
に
展
開
す
る
こ

と
で
、
心
豊
か
で
た
く
ま
し
く
生
き
る
人
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
ま

す
。
中
で
も
、
全
校
児
童
が
心
を
一
つ
に
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
る
花
づ
く
り
は
「
種
か
ら
の
花
づ
く
り
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
全
校

あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

特
に
、
今
年
度
は
、
大
垣
地
方
法
務

局
お
よ
び
岐
阜
県
人
権
擁
護
委
員
会
よ

り
人
権
推
進
校
の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

そ
こ
で
「
人
権
の
花
運
動
」
を
通
し
て
、

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
自
主
的
な
人

権
に
関
す
る
取
り
組
み
を
行
い
、
家
庭

や
地
域
と
の
連
携
を
よ
り
発
展
さ
せ
、

地
域
を
巻
き
込
ん
だ
花
の
栽
培
活
動
を

通
し
て
、
豊
か
な
地
域
づ
く
り
に
積
極

的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

５
年
生
は
、
地
域
の
一
人
暮
ら
し
の

お
年
よ
り
と
の
交
流
の
中
で
、
自
ら
が

育
て
た
花
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、
６
年
生

は
、
育
て
た
菊
を
、
福
祉
施
設
を
は
じ

め
、
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、
地
域
環
境
全
体
の
向

上
に
役
立
て
て
い
ま
す
。
地
区
の
公
民

館
と
一
つ
に
な
っ
た
学
校
の
運
動
会
で

は
、
花
い
っ
ぱ
い
の
学
校
環
境
を
広
く

地
域
の
方
々
に
見
て
い
た
だ
き
ま
す
。

卒
業
式
や
入
学
式
に
も
花
づ
く
り
の
成
果
を
生
か
す
飾
り
付
け
を
し

て
い
ま
す
。
校
区
の
子
ど
も
会
や
各
家
庭
へ
は
、
学
校
で
育
て
た
苗

を
中
心
に
、
花
壇
を
通
し
て
の
親
子
の
ふ
れ
あ
い
活
動
を
推
進
し
、

地
域
ぐ
る
み
で
花
を
育
て
な
が
ら
子
ど
も
の
心
を
育
て
る
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
校
区
の
幼
児
園
や
近
く
の
小
・
中
学
校

な
ど
に
も
苗
を
配
布
し
た
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
無
線
で
広
く

校
区
の
人
た
ち
に
苗
の
紹
介
を
し
た
り
し
て
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
を

広
げ
て
い
き
ま
す
。

学 校 だ よ り
地
域
の
産
物
で
あ
る
豊
か
な
自
然
を
生
か
し
た
教
育
活
動
の
中
で
、

地
域
の
方
々
と
触
れ
合
う
こ
と
を
通
し
て
、自
己
を
振
り
返
り
将
来
の
生

き
方
を
見
つ
め
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
自
然
と
共
に
生
き
る

自
分
た
ち
が
暮
ら
し
て
い
る
地
域
の
豊
か
な
自
然
を
自
分
た
ち
の

手
で
守
り
育
て
て
い
き
た
い
と
い
う
熱
い

願
い
を
受
け
継
ぎ
、
毎
年
６
月
に
北
方
地

区
の
城
山
で
、
全
校
生
徒
が
自
然
環
境
保

護
を
目
的
と
し
た
「
自
然
体
験
活
動
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も
地
域
の
方
々
の

指
導
の
も
と
、
１
年
生
は
桜
の
植
樹
と
サ

ツ
キ
の
刈
り
込
み
、
２
・
３
年
生
は
檜
の

間
伐
・
枝
打
ち
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

地
域
の
人
と
共
に
生
き
る

八
十
八
夜
の
季
節
に
、
地
域
の
方
々
と

一
緒
に
桂
茶
の
茶
畑
で
茶
摘
み
体
験
を
行

い
ま
し
た
。
新
茶
の
品
評
会
に
出
品
す
る

た
め
に
手
摘
み
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
「
一

枝
二
葉
」
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
朝
早
く
か
ら
夜
遅
く
ま
で
、
揖
斐

川
町
の
特
産
で
あ
る
お
茶
を
育
て
る
た
め

に
汗
と
情
熱
を
注
い
で
お
ら
れ
る
方
々
の
心
に
触
れ
て
、
い
つ
の
間

に
か
夢
中
に
な
っ
て
お
茶
摘
み
を
し
ま
し
た
。自
分
た
ち
の
手
で
守
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
と
い
う
気
持
ち
を
強
く
し
ま
し
た
。

仲
間
と
共
に
生
き
る

年
に
２
回
の
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
は
、
仲

間
と
協
力
す
る
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
活

動
の
場
で
す
。
保
護
者
や
校
区
の
方
の
協

力
で
共
に
汗
す
る
こ
と
の
充
足
感
を
味
わ

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
に
も
様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
仲
間
や
地
域
の
方
々
と
か
か
わ
る

こ
と
で
、
思
い
や
り
の
心
や
地
域
を
愛
す
る
心
を
は
ぐ
く
み
、
豊
か

な
自
分
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

中
高
一
貫
教
育
拡
大
推
進
委
員
会
の

報
告
に
つ
い
て

去
る
８
月
２１
日
（
月
）、揖
斐
高
等
学
校
で
、
「
中
高
一
貫
教
育

の
活
動
内
容
を
確
認
し
、
今
後
の
方
向
性
を
探
る
」
と
い
う
テ
ー

マ
の
も
と
、
中
高
一
貫
教
育
拡
大
推
進
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
連
携
校（
揖
斐
高
等
学
校
、
揖
斐
川
中
学
校
、
北
和
中
学
校
）

の
全
職
員
、
揖
斐
郡
内
の
中
学
校
の
校

長
・
進
路
指
導
主
事
、
教
育
委
員
会
の

７７
名
が
出
席
し
討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
全
体
会
で
は
、
連
絡
協
議
会

会
長
の
挨
拶
、
活
動
内
容
の
報
告
の
後
、

八
百
津
高
等
学
校
の
内
川
史
朗
先
生
に

よ
る
「
連
携
型
中
高
一
貫
教
育
の
取
り

組
み
と
八
百
津
高
校
の
歩
み
」
と
い
う

題
で
実
践
報
告
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。そ

の
後
、
分
科
会
に
分
か
れ
て
熱
心

な
討
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
分
科
会
�

（
教
科
別
分
科
会
）
で
は
、
国
語
、
社

会
・
地
歴
公
民
、
数
学
、
理
科
、
英
語
、

家
庭
、
保
健
体
育
、
技
術
・
商
業
、
養

護
の
９
つ
に
分
か
れ
た
中
高
合
同
教
科

会
が
行
わ
れ
、
中
高
を
見
据
え
た
授
業
展
開
の
研
究
お
よ
び
今
後

の
授
業
交
流
の
計
画
を
具
体
的
に
話
し
合
い
ま
し
た
。
分
科
会
�

（
部
会
別
分
科
会
）
で
は
「
出
前
授
業
の
研
究
・
実
践
に
つ
い
て
」

「
生
徒
会
・
部
活
動
の
交
流
に
つ
い
て
」「
体
験
学
習
の
実
施
に
つ

い
て
の
共
通
理
解
」「
生
徒
指
導
の
共
通
理
解
」「
地
域
へ
の
よ
り
よ

い
広
報
と
は
」
と
い
う
議
題
で
討
議
が
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
各
担
当
者
、
記
録
者
か
ら

分
科
会
で
の
討
議
内
容
の
発
表
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

テ
ー
マ
に
沿
っ
た
討
議
内
容
が
議
論

さ
れ
、
問
題
点
や
改
善
点
な
ど
が
話
し

合
わ
れ
、
充
実
し
た
委
員
会
と
な
り
ま

し
た
。

地
域
を
巻
き
込
ん
だ
花
の
栽
培
活
動

〜
小
島
小
学
校
〜

共
に
生
き
る

…
特
色
あ
る
教
育
活
動
…

〜
北
和
中
学
校
〜
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